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模
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平
成
宮
跡
発
掘
調
査
の
成
栄
は
若
a々
と
あ
が
っ
て
い
る
が 、
残
念
な
こ
と
に
発

見
さ
れ
た
迫
桝
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
建
築
が
た
ち
な
ら
ん
で
い
た
の
か 、
一
般

に
は
理
解
さ
れ
に
く
い 。
そ
こ
で
文
化
財
保
護
委
μ
会
で
は
発
見
さ
れ
た
泣
桝
の

う
ち
重
要
な
も
の
を
え
ら
び 、
昭
和
刊
年
度
か
ら
順
次
奈・民
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿

を
再
現
し
た
御
原
模
型
を
製
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。

昭
和
刊
年
度
と
し
て 、
朱
雀
門・
内
袈
正
殿・
内
裂
掘
立
柱
回
廊
の一
部
を
実

物
の
十
分
の一
の
縮
尺
で
設
計・
製
作
し 、

いず
れ
も
完
成
し
て
追
跡
槌
屋
内
に

陳
列
し
て
い
る 。

製
作
に
あ
た
っ
て
予
算
上
は
市
務
局
記
念
物
棋
の
直
話
事
業
と
な
っ
て
お
り 、

設
計・
技
術
指
導
等
を
当
研
究
所
が
担
当
し
た 。
訟
原
に
あ
た
っ
て
は 、
追
跡
か

ら
創刊
ら
れ
た
資
料・
知
見
を
も
と
に 、
同
時
代
の
現
存
建
造
物
の
桃
造・
様
式
に

よ
り 、
学
術
的
に
粗
漏
の
な
い
よ
う
文
献
記
録
等
を
も
参
照
し
た 。
ま
た 、
平
安

富
に
お
け
る
向
性
絡
の
建
物
を
揃
い
た
絵
巻
物
等
の
資
料
も
考
応
し
て
矛
盾
の
な

い
よ
う
に
つ
と
め
た 。
原山公・
修
正
案・
史
施
設
計
と
も 、
平
城
山vu
跡
発
旧制
調
抗

指
部
委
只
の
う
ち
建
築
史
専
門
家
の
討
論・
指
導
の
も
と
に 、
当
研
究
所
建
造
物

室
お
よ
び
調
査
部
員
が
協
力
し
て
作
成
し
た 。

一
、

朱

雀
1") 

平
成
宮
建
築
復
原
模
型

建
造
物
研
'>b ::n.. 
....... 2 

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

平
成
宮
南
面
中
央
の
正
円
で
あ
り 、
朱
雀
大
路
の
正
面
に
聞
か
れ
て
い
た 。
追

跡
は
昭
和
泊
年
の
発
抑
調
査
で
確
認
さ
れ 、
中
央
柱
列
と
北
側
ね
列
の
厳
屯
な
般

石
が
発
見
さ
れ
た 。
ま
た
基
凶
の
旧聞
込
地
回
め
が 、
地
下
2
m
ま
で
築
成
さ
れ
て

お
り 、
門
の
本
体
が
大
規
股
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た υ

同
斐
に
は
基
底
幅
ω・∞
m
の
巨
大
な
築
地
携
が
と
り
っ
き 、
門
中
心
か
ら
約
M

m
の
所
で
法・
版
刷
M-∞
m
に
刺
め
ら
れ 、
.吏
に
脇
門
令"
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
も

判
明
し
た 。
ま
た
特
に
出
土
粁 一
札
の
約
卯
%
は
藤
原
富
山
土
の
も
の
と
同
文
隊
で

あ
っ
た 。

先
制
成
民
か
ら 、

朱
雀
川
は
5

川
×
2
川
〈
げ
対
等
川〉
で
一帆
三
川
を
扉
と
し 、

地
問
め
や
似
石
の
厳
屯
な
こ
と
や
平
安
官
朱
笹
川
の
絵
な
ど
か
ら

市雨
入
母
屋
浩

と
必
定
し
た 。
廿信
仰似
の
出
は
掘
込
地
固
め
外
側
に
地
極
右
が
ま
わ
る
と
し
て
約ι・

0m 、
基
一回一
向
さ
は
京
大
寺
南
大
門
の
例
な
ど
に
な
ら
っ
て]・m
m
と
し 、
外
装
は

際
準
的
な
出
上
向似
凝
灰
岩
必
出
を
設
け 、
法
・目出
石
の
大
き
さ
は
平
而
の
ほ
ぼ
等
し

い
大
安
寺
南
大
川
に
な
ら
っ
た 。

柱
径
は
東
大
寺
転
害
門
を
参
考
と
し
全
体
規
棋
が
さ
ら
に
大
き
い
こ
と
か
ら
日

叩
(M・印
尺)
と
し
た 。
住
高
は
柱
聞
と
等
し
く
5
m
(
口
尺〉
に
定
め 、

性
に
は

海
む
王
寺
五
屯
小
塔
初
居
住
に
な
ら
っ
て
胴
張
り
を
附
し
た 。
藤
原
宮
形
式
の
瓦

山
土
品
が
多
い
の
は 、

和
銅
剣
迎
の
門
が
延
陪
ま
で
存
続
し
た
こ
と
を
示
す
の
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で 、

組
物
は
薬
師
寺
東
搭
・

海
屯
王
寺
五
重
小
塔
な
ど
の
初
期
三
手

先
に
よ
り 、

部
材
は
転
害
門
と
同
様
高
さ
H・
0
尺
・

厚
さ
9
寸
を
標

準・
断
固
と
し
た 。

上
問
の
椛
造
は
建
立
年
代
も
近
く 、

奈
良
時
代
軍
用
門
の
唯
一

例

で
あ
る
法
隆
寺
中
門
の
資
料
か
ら
復
原
的
に
想
定
し
た 。

上
摺
柱
径

も
法
隆
寺
中
門
の
上
下
層
の
比
例
に
な
ら
い 、

柱
古川
も
そ
の
比
に
近

い
白・
日
尺
に
と
っ
た

。

上
回
勾
欄
は
仰木
木
が
台
輸
よ
り
や
や
下
と
す

る
と .

地
組
下
に
服
組
を
入
れ
背
を
古川
め
る
必
要
が
生
じ 、

平
三
斗

と
し .

唐
代
絵
画
に
多
く
み
ら
れ
る
人
字
棋
を
入
れ
た ο

平
桁
・

地

盟
問
は
級
辿
子
と
し
た ν

上
庖
平
田
は
側
而
か
ら
み
た
逓
減
が
極
端

に
な
る
こ
と
を
嫌
い 、

桁
・

梁
行
と
も
下
回
よ
り
7
尺
を
減
じ
た ω

軒
反
り
は
法
隆
寺
金
主
の
ご
と
く
ゆ
る
や
か
な
も
の
と
し 、

軒
出

は
全
体
規
模
と
の
つ
り
あ
い
を
考
え
下
層
は
口
尺
・

上
回
は
同
尺
と

し
た ν

上
下
両
厄
と
も
柱
に
延
び
を
付
し
桁
に
反
り
が
で
る
よ
う
に

し
た ν

屋
上
に
は
大
阪
烏
坂
守
出
土
白川
を
参
考
と
し
た

邸

尾
を

飾

り 、

風
鮮
は
正
倉
院
御
物
を
模
し
た 。

扉
金
具
は
法
隆
寺
夢
殿
・

綱

封
放
な
ど
の
形
式
を
参
考
と
し
た ν

す
べ
て
部
材
の
継
手
・

仕
ロ
は

古
代
建
築
の
実
例
中
で
工
作
上
簡
単
な
例
に
な
ら
っ
た 。

校
型
本
体
の
棟
高
は
約
2
m
強
と
な
り 、

設
計
・

製
作
に
は
一

ヶ

年
強
の
日
時
を
要
し
た 。
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二 、
内
一
銭
正
殿

第
二
次
内
裂
の
正
殿
は
昭
和
計
年
度
発
掘
調
査
で
判
明
し 、

掘
立



て
い
な
い
の
で 、

法
隆
寺
伝
法
立
・

七
丈
屋
等
の
部
材
痕
跡
と
文
泣け
に
み
ら
れ
る

資
料
と
か
ら 、

垂
木
上
に
粗
い
野
地
を
組
み
桧
山氏
を
し
ば
り
つ

け
る
工
法
を
想
定

し
た 。

桧
皮
の
長
さ
は
3
尺
の
も
の
を
考
え 、

苔
厚
は
延
苔
式
に
よ
り
6

寸
と
し

柱
9
間
×
5

間
(
叩
尺
等
川)

の
平
而
で
瓦
山川
土
旦
が
少
な
い
こ
と
か
ら

桧
広
苛

と
考
え
ら
れ
た 。

基
肢
は
な
い
が 、

南
側
に
雨
落
涙
跡
と
み
ら
れ
る
栴
が
あ
り

粁

出
を
推
定
で
き
た 。

床
来
・

縁
束
の
痕
跡
は
辿
梢
の
市一
複
な
ど
で
不
明
瞭
で
あ
っ

た
が 、

平
安
宮
紫
震
般
を
参
考
し
て 、

日
床
で
問
聞
に
縁
が

あ
る
と
必
定
し
た

。

柱
径
は
追
跡
か
ら
ち・
日
印
公・
8
尺)

と
推
定
し 、

位
向
は

床
上
で
径
の
叩
倍
・

5・
日
尺
と
し
た 。

床
ま
わ
り
高
さ
は
階

段
を
蹴
上
げ
7
寸
×
日
段
と
し 、

縁
高
は
寸-
由
尺 、

床
日
は
∞

・
印
尺
と
な
っ
た 。

床
構
造
は
法
隆
寺
伝
法
主
に
な
ら
い 、

大

引
と
束
の
み
で
般
太
の
な
い
も
の
と
し
た

。

縁
は
託
子
小
口

縁
と
し 、

勾
欄
ヰ
束
は
薬
師
寺
東
塔
に
な
ら
い 、

敦
出
壁
画

な
ど
を
参
照
し
た 。

擬
宝
珠
は
東
大
寺
大
鋭
上
の
宝
珠
を
参

考
と
し
て
設
計
し
た 。

一
千
而
に
つ
い
て
戸
口
と
階
段
の
位
置
は
平
安
宮
紫
炭
般
に

な
ら
い 、

扉
ま
わ
り
細
部
は
伝
法
堂
に
よ
っ
た 。

小
屋
構
造
は
身
合
梁
間
が
三
間
と
広
い
こ
と
か
ら
同
係
の

梁
聞
を
も
っ
新
薬
師
寺
本
主
の
ご
と
く
叉
首
組
に
よ
り 、

州机

物
も
同
立
と
伝
法
主
な
ど
に
な
ら
っ
て
大
斗
肘
木
を
用
い 、

垂
木
は
地
円
・

飛
角
の
二
軒
で 、

軒
出
は
逃
跡
の
資
料
か
ら

一可・
寸
尺
と
し
た 。

械
は
瓦
砧
と
し 、

立
瓦
は
内
裏
地
域
で
多
数
出
土
し 、

特

に
瓦
当
而
径
の
小
さ
い
軒
円
瓦
8
5
A
型
・

軒
平
瓦
g∞m
A

型
を
も
ち
い
た 。

桧
皮
葺
に
つ
い
て
は
古
代
の
実
例
が
残
つ

平
城
宮
建
築
復
原
模
型

T
lillit-
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s
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て
胞
工
し
た 。

六
業
金
具
は 、
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
六
紫
の
形
に
な
ら
っ
た 。

設
計
と
製
作
と
で
約
叩
ヶ
月
を
要
し
た 。

二一 、

内
装
掘
立
柱
四
郎

声士� 

円n[寸円[1円門悶nn円円円日日
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• 

今
年
度
は
正
殿
を
め
ぐ
る
内
郭
郷
立
柱
回
廊
の
う
ち 、
正
殴
背
後
の
複
廊
M
間

分
を
製
作
し
た 。
昭
和
初
年
度
の
発
掘
調
査
で
桁
行
梁
間
と
も
叩
尺
の
複
廊
と
し

て
発
見
さ
れ 、
そ
の
後
の
調
査
で
東
西
棟
復
廊
は
全
長
訂
問 、
東
端
か
ら
南
に
幻

聞
の
単
廊
が
延
び
内
議
築
地
回
廊
に
接
続
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。

遺
跡
か
ら
柱
径
は
お
叩
大
斗
一帆
も
こ
れ
に
従
い 、
組
物
は
大
斗
肘
木
と
し
た 。

中
央
柱
通
り
を
壁
で
閉
じ
て
連
子
窓
を
用
い
ず 、
内
裏
前
半
と
後
宮
と
を
へ
だ
て

る
も
の
と
想
定
し 、
出
入
口
は
中
央
と
両
端
の
み
に
聞
く
よ
う
に
し
た 。

小
屋
桃
造
は
法
隆
寺
東
大
門 、

東
大
寺
転
害
門
に
な
ら
い
大
虹
梁
上
悲
股
・

三
棟
造
で 、
棟
木
は
束
で
支
え
る
こ
と
と
し
た 。
軒
は一
軒
か
二
軒
か
議
論
が
分

か
れ
た
が 、

二応
内
製
内
郭
を
二
軒
で
統一
し
た 。
地
垂
木
勾
配
を
5

寸
と
す
る

た
め 、
議
股
を
や
や
大
き
い
自
の
も
の
に
す
る
必
要
が
生
じ
た 。

設
計・
製
作
に
約
六
ヶ
月
用
い
た 。
(
「
尺」
は
すべ
て
挑
定
造
営
尺〉

な
お 、
昭
和
4
年
度
と
し
て
は
内
裏
内
郊
の
東
第一
殿
お
よ
び
第
二
殴 、
掘
立

住
回
廊
東
半
の
残
部
と
南
而
築
地
回
廊 、
朝
集
殿
を
設
計・
製
作
中
で
あ
る 。

(
制
見
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